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川湯温泉（田辺市本宮町）

熊野川の支流である大塔川の河原を掘ると、温泉が湧き出て天然の露天風呂に。
期間限定の巨大露天風呂「仙人風呂」も１２月２２日からオープンし、２月末まで開設しています。
熊野の大自然に囲まれた野趣溢れる温泉をお楽しみいただけます。
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                   知  事  メ  ッ  セ  ー  ジ   

 

 

新 し い 年 に 寄 せ て  

 

 皆 さ ん明 け ま して おめ で とう ご ざ いま す。  

２０ １ ８年 １ １ 月の 県知 事 選挙 に お きま して 、 皆さ ん に選 ん でい た だき ま し

たの で 、引 き 続 き４ 年間 県 知事 と し て県 政を 担 わせ て い ただ きま す 。  

知事 選 挙で も 申 し上 げた と ころ で す が、 和歌 山 県は 、 も う一 度発 展 する 条 件

がそ ろ って き た と思 いま す 。  

長 年 の 懸 案 で あ っ た 全 国 と つ な が る 高 速 道 路 も 県 内 の 主 要 ネ ッ ト ワ ー ク 道

路も 随 分と 整 備 され てき ま した し 、 産業 政策 が 整備 さ れ 、新 しく 立 地し て く だ

さっ た 企業 も 従 来の 和歌 山 企業 も 農 林水 産業 も 大い に 頑 張っ てく れ るよ う に な

って い ます 。懸案 だ った 大 学の 新 設 も一 挙に ４ つ増 え る 運び にな っ てい ま す し、

各都 市 でま ち づ くり の新 し い動 き 、 各地 で地 域 づく り の 積極 的な 動 きも 増 え て

まい り まし た 。  

一方 、 大事 な 安 心安 全も 医 療崩 壊 や 福祉 の後 退 は避 け つ つ、 子育 て 支援 が 充

実さ れ 、全 て の 高齢 者の 老 後を き ち んと 面倒 が 見ら れ る よう に仕 掛 けも 着 々 と

進み つ つあ り ま す。  

これ か らは 、 こ れま での よ うに 競 争 条件 で他 地 域に も 負 ける 要素 は 減り 、 頑

張れ ば 、そ れ だ け報 いら れ る時 代 に なっ てき た ので は な いか と思 っ てい ま す 。  

しか し なが ら 、和 歌 山県 の 状況 は こ うし て再 び 発展 す る こと ので き る入 口 に

立っ た に過 ぎ ま せん 。そ の 潜在 力 に 比べ 、現 状 はま だ ま だ満 足で き る所 で は な

いと 思 いま す 。 もう これ で いい ん だ と、 前へ 進 む努 力 を 惜し んだ り 、問 題 点 の

指摘 ば かり 、 心 配ば かり を して い て は、 せっ か くの 条 件 も生 かせ ま せん 。 段 々

進ん で きた 施 策 も、イン フ ラに し て も、災害 対 策に し て も、産業 育 成に し て も、

子供 の 数を 増 や す政 策に し ても 、 健 康長 寿推 進 策に し て も、 人口 減 対策 に し て

も、 ま だま だ も っと しな け れば な ら ない こと が 山の よ う にあ りま す 。ロ ケ ッ ト

やＩ Ｔ やＩ Ｒ （ 統合 型リ ゾ ート ） の よう な新 し いこ と に も、 安全 に 心配 り を し

なが ら も果 敢 に 挑戦 しな い とい け ま せん 。県 民 の皆 様 と スク ラム を 組ん で 前 に

進み 、 高み に 駆 け上 がり ま しょ う 。  

 
 
 
 
 

  和歌山県知事  仁  坂  吉  伸  
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今月の和歌山県政トピックス                         

 

●平成２９年産みかん産出額３年連続日本一、果実産出額でも１５年ぶり日本一                      

 
先般、国が発表した統計によると、本県の平成

２９年産みかんの産出額が３年連続日本一、果実

産出額も１５年ぶりに日本一に返り咲きました。 

県では、平成２７年度から、ＪＡグループと連

携し、糖度選別が可能な光センサー選果機を利用

して厳選したみかんを市場に出荷する「みかん厳

選出荷促進事業」に取り組んでいます。２９年産

は生産量が少なかったものの品質が良く、厳選出

荷にも取り組んだことから、販売単価が上昇し、みかん産出額が３３５億円となり、２位

の静岡県（２４６億円）、３位の愛媛県（２３５億円）に大きく水をあけ、３年連続日本

一となりました。 

さらに、みかんに加えてうめの産出額が増加し、果実全体の産出額が８１６億円となっ

たことから、青森県（７９０億円）、山形県（７０５億円）を抑え、果実産出額でも日本

一となりました。なお、果実産出額の日本一は１５年

ぶりのこととなります。 

しかし、みかんの販売単価については、まだまだ第

４位という結果ですので、今後も、厳選出荷の取組を

はじめ、優良品種への改植やマルチ栽培（※）など高

品質生産を推進し、みかんの生産量、販売単価、産出

額の日本一３冠とともに、果実産出額日本一の堅持を

めざします。 

※マルチ栽培とは・・・みかんの糖度を上げるための技術で、園地にシートを拡げて降雨が土壌に入

らないようにする栽培方法です。 

 

●和歌山県が日本で唯一！ Ａｉｒｂｎｂの「２０１９年に訪れるべき１９の観光

地地」に選ばれました                               
 
世界的な宿泊施設予約サイトである「Ａｉｒｂｎｂ」が１２月３日に公表した「２０１

９年に訪れるべき１９の観光地」の１つとして、和歌山県が、日本で唯一、選ばれました。 

Ａｉｒｂｎｂは、空き部屋を持つ宿泊場所の提供者と宿泊場所を探している旅行者をつ

なぐインターネット上のプラットフォームを２００８年から運営しており、世界１９１か

国以上、８１，０００以上の都市において５００万を超えるユニークな宿泊場所へのアク

セスを提供しています。 

今回、Ａｉｒｂｎｂの予約状況やウィッシュリスト（行きたい旅行先）登録の伸び率の 

光センサー選果機の様子 

みかんは３年連続日本一 
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データから２０１９年に訪れるべき１９

の地域が選出されました。 

なお、Ａｉｒｂｎｂのサイトで本県は、

「大阪に隣接するこの慎ましやかな県

は、日本の『精神世界の中心地』と呼ば

れます。」と紹介され、高野山や仙人風

呂、那智の火祭り、その他、マグロの解

体ショーなども紹介されています。 

本県以外に選ばれた地域には、クジラ

やアザラシウォッチングで有名なニュージーランドのカイコラ、自動車が走らない歩行者

専用の島として有名なコロンス島がある中国の厦門（アモイ）の他、フランスのノルマン

ディーが上陸作戦７５周年記念イベントの開催などもあり選ばれています。 

なお、５月７日に発表されたＡｉｒｂｎｂホスピタリティ（おもてなし）度トップ１０

では、新宮市が全国１位に輝いています。 

和歌山県の魅力が世界に発信される機会が増えてまいりました。今後ももっと多くの

方々にご来県いただけるよう魅力発信やアクセスの改善に努めるとともに、訪れていただ

いた方々に、また和歌山に来たいといってもらえるよう取組を進めてまいります。 

 

●積水ハウスとマリオット・インターナショナルが県内にホテルを開業します                      

 
この度、積水ハウス株式会社（本社：大阪市）とマリオット・インターナショナル（本

社：米国メリーランド州）が『Ｔｒｉｐ Ｂａｓｅ 道の駅プロジェクト』としてすさみ町

と串本町にホテルを開業することが決定しました。 

積水ハウス株式会社は１９６０年

の創設以来、２４０万戸を超える住宅

を供給してきた住宅業界のリーディ

ングカンパニーです。一方、マリオッ

ト・インターナショナルは「ザ・リッ

ツ・カールトン」、「セントレジス」、

「マリオット・ホテル」等のブランド

で１３０を超える国と地域に６，７０

０を超える宿泊施設を擁する世界最大の「おもてなし」を追求する企業です。 

この両社が、国内の各自治体と連携し、「道の駅」を拠点にした「地域の魅力を渡り歩

く旅」を提案する地方創生事業として「Ｔｒｉｐ Ｂａｓｅ道の駅プロジェクト」を展開し

ます。その第１弾として、ロードサイド型ホテルを２０２０年秋以降に５府県１５か所約

１，０００室の規模でオープンします。 

Ａｉｒｂｎｂウェブサイトで紹介されている和歌山の風景 

Ｔｒｉｐ Ｂａｓｅ道の駅プロジェクトのイメージ 
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今回展開される日本初上陸となるホテルブランド、「フェアフィールド・バイ・マリオ

ット」は、シンプルにゆったりとくつろぐことができる宿泊特化型のロードサイド型ホテ

ルとなっており、食事やお土産などは道の駅をはじめとした地域のお店で購入し、地元コ

ミュニティと協力しながら地域とのふれあいを楽しめる仕組みとなっています。 

「フェアフィールド・バイ・マリオット・和歌山すさみ」は道の駅「すさみ」の隣に２

０２０年の冬に、「フェアフィールド・バイ・マリオット・和歌山串本」は道の駅「くし

もと橋杭岩」の正面に２０２０年の秋に開設する予定です。この２か所以外にも県内での

展開が大いに期待されます。 

 本県では、観光客の受入体制整備や雇用創出のため、これからも宿泊施設の誘致に取り

組んでまいります。 

 

●新宮港が「クルーズ・オブ・ザ・イヤー２０１８」特別賞を受賞                      

 
この度、新宮港のクルーズ振興の取組が高く評価

され、本県と新宮市が「クルーズ・オブ・ザ・イヤ

ー２０１８」の特別賞を受賞し、１２月１３日、東

京都内で表彰式が開催されました。 

「クルーズ・オブ・ザ・イヤー２０１８」は、一

般社団法人日本外航客船協会の主催で行われてい

ます。特別賞は、クルーズ旅行商品以外で、その年

に特にクルーズ振興や客船誘致活動に顕著に寄与

したと認められる企業、自治体、団体などが表彰さ

れています。 

県では、クルーズ船の寄港による地域振興や経済

の活性化を図るため、県内港湾へのクルーズ船の誘

致や寄港時の受入を関係市町村等と連携しながら

取り組んできました。 

この度の選考では、新宮港が、外洋である太平洋

に面しており、長周期波やうねり性の波浪の影響を

受けやすい港であるにもかかわらず、外防波堤の整

備や、波浪観測データのリアルタイム提供など、ハ

ードとソフトを組み合わせた対策を積極的に行う

ことにより、「世界遺産・熊野の海の玄関口」とし

て定着することに努め、クルーズ客船の入港実績を

向上させてきたことや、昨年７月、和歌山・三重両

県の３市６町１村が集う「新宮港クルーズ振興広域協議会」を立ち上げ、新宮市の観光・ 
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交通・港湾等の関係者を集約した「新宮港クルーズ客船受入協議会」と連携して、広域で

のクルーズ船の誘致活動と寄港地観光を開発、そして、おもてなしの向上等、積極的な活

動を行ってきたことが高く評価されました。 

今後も関係市町村等と連携し、クルーズ船誘致をはじめとした港湾振興に取り組んでま

いります。 

 

●総務省統計局、独立行政法人統計センター、和歌山県及び和歌山大学がデータサ

イサイエンス分野における連携協定を締結しました                      

 
この度、県は、総務省統計局、独立行政法人統

計センター、和歌山大学との４者で、データサイ

エンス分野の人材育成や教育開発などに関する

連携協定を締結しました。 

１２月７日に県データ利活用推進センターで

開催した連携協定締結式には、千野雅人（ちの ま

さと）総務省統計局局長、椿広計（つばき ひろ

え）独立行政法人統計センター理事長、知事、瀧

寛和（たき ひろかず）和歌山大学学長が出席し、連携協定の趣旨説明などの後、４者が協

定書に署名しました。 

４者においてはそれぞれ平成３０年４月に、総務省統計局・統計センターが和歌山市内

に統計データ利活用センターを、本県が同所に県データ利活用推進センターを、和歌山大

学が「データ・インテリジェンス教育研究部門」を開設しています。 

なお、総務省統計局が地方公共団体や大学との間でこのような連携協定を締結すること

は全国初です。 

「超スマート社会」と呼ばれる日本が目指す未来社会「Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０（ソサエ

ティ５．０）※」など新たな時代を見据え、データから価値を創造するデータサイエンス

分野の人材育成やその実践が急務となる中、この協定により、今後は４者が連携して、初

級から上級までのデータサイエンティストの育成や教育開発、データ利活用に関する研究

開発を共同で実施し、我が国のデータサイエンス分野の発展に資する和歌山モデルの構築

に取り組んでまいります。 

※Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０とは 

 サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、経済発展

と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会のことで、狩猟社会（Ｓｏｃｉｅｔｙ１．０）、農耕社会

（Ｓｏｃｉｅｔｙ２．０）、工業社会（Ｓｏｃｉｅｔｙ３．０）、情報社会（Ｓｏｃｉｅｔｙ４．０）に続

く、新たな社会を指すもので第５期科学技術基本計画において我が国が目指すべき未来社会の姿として提唱

されています。 

協定締結式の様子 

（左から千野局長、椿理事長、知事、瀧学長） 
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●「熊野古道・サンティアゴ巡礼道」姉妹提携２０周年記念イベントを開催                  

 
本県とスペインガリシア州は、それぞれの聖地「熊野三山」と「サンティアゴ・デ・コ

ンポステーラ」に通じる「熊野古道」と「サンティアゴ・デ・コンポステーラの巡礼道」

に共通する崇高な価値を認め合い、平成１０年から姉妹道提携を締結しています。 

県では、この度、姉妹道提携２０周年を記念して、和歌山と東京において共同ＰＲイベ

ントを開催しました。 

１２月１日、カルメン・ピタ氏（ガリシア州

政府観光局プロモーション事業部長）による観

光プロモーションと、高野陽子氏、熊澤洋子氏、

きしもとタロー氏によるガリシア音楽ミニコ

ンサートなどによるイベントを和歌山市内で

開催しました。 

ピタ氏のプロモーションでは、サンティアゴ

の巡礼道（カミーノ・デ・サンティアゴ）が文化的な価値が極めて高いことや巡礼者の半

数以上が外国人であることなどをはじめ、ガリシア州がワインや温泉、ゴルフなどが有名

で、かつ、都会的な一面もありながら、豊富な自然が楽しめる魅力的な場所であることを

紹介いただきました。その後、主にヨーロッパの伝統音楽を演奏される３名のアーティス

トによるガリシア音楽が披露され、参加者の皆さんは、郷愁の香り漂う歌と演奏に聴き入

っていました。 

１２月４日、発行部数が５１万にも及ぶスペインを代表する観光雑誌、ヴィアヘスナシ

ョナルジオグラフィックの編集部長であるサンドラ・マルティン氏、カルメン・ピタ氏、

鳥居泰治氏（元熊野本宮館事務局長）によるトークセッションや、両巡礼道の食・観光・

伝統文化をＰＲするイベントをスペイン語圏の文化普及を目的としたスペイン国営文化施

設であるインスティトゥトセルバンテス東京（東京都千代田区）で開催しました。 

イベントは、スペインで最大規模のケルト音楽祭に出演している小嶋佑樹氏による“ガ

イタ”と呼ばれるガリシア州伝統のバグパイプの演奏で開会し、ビクトル・ウガルテ氏（イ

ンスティトゥトセルバンテス東京館長）からの歓迎の挨拶、ロマン・ロドリゲス ガリシア

州文化観光大臣、知事からの主催者挨拶、ホルヘ・トレド駐日スペイン特命全権大使から

の来賓挨拶がありました。 

その後のトークセッションではパネリ

ストの皆さんから、ぞれぞれの巡礼道を

歩いてみて気に入った点やサンティアゴ

巡礼道と熊野古道の類似点、人気の理由

などが話されました。 

続いて、熊野本宮大社の演舞として、 
東京会場で披露された演舞の様子 

和歌山会場における講演の様子 
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遠く険しい熊野古道を歩く参詣者の心を歌い上げ、舞

により四方を浄め太陽を迎えることを表現した神楽

「熊野」の男舞を披露いただき、会場から大きな拍手

がわき上がりました。 

第２部として、食をメインに、様々な角度から和歌

山県とガリシア州の魅力を感じてもらう食・観光・伝

統ＰＲレセプションを行いました。 

和歌山の食ブースでは、かんじゃ山椒園の最高品質

のぶどう山椒や、昔ながらの木樽で仕込んだ丸正酢醸造元のお酢のブースを設営し商品が

振る舞われ、ガリシア州ブースでは、ガリシアワインが振る舞われました。また、和歌山

県産品を使ったスペイン料理や梅酒、日本酒なども振る舞われ、その後、高野陽子氏と小

嶋佑樹氏によるガリシア音楽が披露されました。 

 イベントは多くの参加者が集まる中、大盛況の内に終了しました。 

 今後も和歌山とガリシア州の絆をより一層深めるとともに、多くの方々に訪れていただ

けるよう、お互いの巡礼道の魅力を世界に発信してまいります。 

 

●ヨシダエルシス株式会社が「グッドカンパニー大賞」グランプリを受賞               

 
公益社団法人中小企業研究センターが主催する「第５２回

（平成３０年度）グッドカンパニー大賞」において、ヨシダ

エルシス株式会社（代表取締役社長：吉田卓司氏 御坊市）

がグランプリを受賞しました。 

この賞は、全国の中小企業の中から経済的、社会的に優れ

た成果を上げている企業を顕彰することにより、我が国の中

小企業の発展に資することを目的として、昭和４２年に創設

さ れ され、今回の受賞企業を含め、これまで６７９社が受賞し

ています。 

 今回の受賞企業は、グランプリを頂点に、優秀企業賞、特別賞、新技術事業化推進賞に

全国で１６社（応募件数４５社）が選ばれており、グランプリの受賞はヨシダエルシス株

式会社を含め２社のみです。 

 なお、県内におけるグランプリ受賞企業としては、株式会社島精機製作所（昭和４７年

度）、ノーリツ鋼機株式会社（昭和５４年度）に続いて３社目となります。 

 ヨシダエルシス株式会社は、創業者の吉田八五郎氏が昭和３３年に日本で初めて配餌方

式による手押し給餌機を開発して基礎を築き、昭和４０年に法人化。その後改良を重ね、

日本で唯一の「全自動養鶏システム」を開発しています。全自動養鶏システムは国内鶏舎

の主流となり、シェアは業界トップの約３０％を占めます。また、鶏舎施設から鶏糞処理 

レセプション会場の様子 
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施設などの設計から施工までを行う「鶏舎プラント元請け」として売り上げが直近５年で

２．７倍に成長しています。 

 これまでも、平成２０年に経済産業省が選定した、地域経済を支えながら国内外の市場

で活躍する中小企業を顕彰する「明日の日本を支える元気なモノ作り中小企業３００社」

に選ばれています。 

 表彰式は平成３１年２月４日に東京都千代田区の経団連会館において行われます。 

 本県を拠点に全国で活躍する会社がこのような賞を受賞したことを称えるとともに、県

では今後も、県内の中小企業のより一層の活躍を支援してまいります。 

 

●「明治１５０年」シンポジウムを開催しました                      

 
平成３０年は、明治元年（１８６８年）か

ら起算して満１５０年の年でした。県では、

この「明治１５０年」を記念して、１２月１

５日、幕末期における紀州藩の大改革や、そ

の後の明治期における紀州人の活躍など「明

治と和歌山」をテーマとした「明治１５０年

シンポジウム」を開催しました。 

シンポジウムでは、知事をコーディネータ

ーとして、曽野洋氏（その ひろし 四天王寺大学教授）、武内善信氏（たけうち よしの

ぶ 和歌山城文化財専門員）、山東良朗氏（さんどう よしあき 県立文書館長）、佐々木

雄一氏（ささき ゆういち 首都大学東京助教）をお迎えしてパネルディスカッションを行

いました。なお、佐々木助教は昨年「陸奥宗光－「日本外交の祖」の生涯」を上梓されて

います。 

パネルディスカッションでは、４人の専門家の皆さんに、それぞれの分野から主に「明

治の印象」や「明治と和歌山」について語っていただきました。 

パネリストの皆さんからは、明治初めの藩政改革は全国的に高く評価され、四民平等、

廃藩置県、近代軍隊、地租改正、殖産興業等への先駆的な取組が明治政府のモデルとなっ

たこと、また、そのことで他藩や明治政府から警戒されたが、藩政改革の中心人物から初

代和歌山県知事の津田正臣（つだ まさおみ）や初代和歌山市長の長屋喜弥太（ながや き

やた）を輩出し、その後の行政に大きな影響を与え地域経済を発展させたこと、当時の知

事が旧海草中（現向陽高）に広島高等師範学校の教授をスカウトして初代校長に据えるな

ど、教育現場にも新しい風を吹き込んだことなど、興味深いお話が伺えました。 

そしてパネルディスカッションの最後には、「明治維新と現在・未来」について話し合

い、明治維新は「和歌山モデル」であり、日本の民主主義は和歌山から始まったといって

も過言ではない。明治や戦後の人々が感じていた緊張感を忘れず、私達ももう一度頑張ら 

シンポジウム会場の様子 
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なければならないと締めくくりました。 

県では、県民の皆さんが郷土に誇りを持っていただけるよう、本県ゆかりの偉人を顕彰

するシンポジウムの開催など、今後も様々な機会を提供してまいります。 

 

●平成３０年度『クリーンアップ運動～スポＧＯＭＩ大会～』を開催しています                      

 
１２月１５日、橋本市運動公園において、

平成３０年度『クリーンアップ運動～スポ

ＧＯＭＩ大会ｉｎ和歌山』を開催しました。 

スポＧＯＭＩ大会とは、「ゴミ拾いはス

ポーツだ」を合言葉に、チームで力を合わ

せ、制限時間内に決められたエリア内でゴ

ミを拾い、その質と量をポイントで競い合

う、子供から大人まで年齢を問わず参加で

きる競技です。 

当日は、６３名の皆さんに参加いただき、約６３ｋｇのゴミを集め、上位３チームを表

彰し、賞品をお贈りしました。 

この事業は、従来のゴミ拾いにスポーツの要素を取り入れ、環境に優しい競技として開

催することで、地域の環境貢献活動への関心や環境美化意識の向上、美化活動のイメージ

アップを図るとともに、地域の生活ゴミとの関連など海岸漂着ゴミについて考えるきっか

けとすることを目的として、平成２８年度から県内各地で開催しています。 

また、１１月には、今年１１月に開催する「ねんりんピック紀の国わかやま２０１９」

の開催１年前イベントとして、ねんりんピックの開会式会場となる紀三井寺公園とその周

辺でスポＧＯＭＩ大会を開催しました。 

今後も、３月２日に紀の川市の粉河運動場、３月１６日に上富田町の上富田町役場前駐

車場での開催を予定しています。 

みんなで力を合わせ我がまちをきれいにして、ねんりんピックで来県する方々をお迎え

できるよう、是非、多くの方々に参加いただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１５日 橋本市運動公園にて 
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●ウェブサイト「和歌山県歴史資料アーカイブ」がオープンしました                 

 
県立文書館では、１２月２１日からウェ

ブサイト「和歌山県歴史資料アーカイブ」

をオープンし、過去の和歌山を記録した写

真や古文書などの貴重な歴史資料をインタ

ーネット上で公開しています。 

歴史資料の閲覧や利用の利便性を向上さ

せることを目的に制作したもので、「古文

書」、「行政刊行物等」、「写真・絵図」

の３つの項目で、計２１８画像を掲載して

います。 

また、閲覧だけでなく、ダウンロードや

印刷も行っていただけます。 

今回のオープンにあたっては、県立文書

館が所蔵する資料画像・目録を中心に公開

していますが、今後も個人所有の資料や県

内の文化施設・市町村が所蔵する資料をデ

ジタル化し、公開していきたいと考えてい

ます。 

【公開場所】 

 和歌山県立文書館ホームページからアクセスできます。 

和歌山県立文書館ホームページURL 
https://www.lib.wakayama-c.ed.jp/monjyo/ 

和歌山県歴史資料アーカイブURL 
 https://www.lib.wakayama-c.ed.jp/monjyo/

   archive/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築中の和歌山県庁舎 

大奥御服図原稿から 

明治３３年県報第１号 

明治末期の湯崎温泉の様子 
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●ふるさと祭り東京２０１９に和歌山県ブースを出展します                      

 
現在、東京ドームにおいて開催中の日本の“まつ

り”と“食”が集う「ふるさと祭り東京２０１９」

に、今年も県内１２事業者が集結し和歌山県ブース

を出展しています。 

本県は１０回連続の出展となります。 

県ブース「わかやま紀州館」では、おなじみの梅

干しやみかんジュースのほか、梅酒やクラフトビー

ル、本県オリジナルのいちご「まりひめ」を使った

ソフトクリームなどを販売するとともに、出展事業者の皆さんと和歌山県産品の魅力をＰ

Ｒしています。 

イベントは１月２０日（日）まで開催していますので、是非、この機会に和歌山の味に

触れ、ふるさとの思い出に浸っていただいてはいかがでしょうか。 

 

昨年度の会場の様子 
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●和歌山県就活サイクルプロジェクト 合同企業説明会を開催します                      

 
本県では、結婚や出産等で離職した女性、定年退

職した方、都会で働く人で県内での就業を希望する

方に再び働いていただくため、２月を就活強化月間

と定め４月の就職を目指す「第２の就活サイクル」

を推進しています。 

今年は、新宮会場が加わり和歌山、橋本、田辺の

県内４か所で合同企業説明会を開催します。なお、

昨年度は３１名の方が就職に成功しています。 

説明会の内容としては、個別面談方式の企業面談ブース、適職診断、キャリアコンサル

タントによる再就職相談コーナー、就活・保活相談コーナーがあります。参加費無料で、

入退出自由となっておりますので、再就職を希望される皆さんに、是非ご参加いただきた

いと思います。 

また、県再就職支援センターで事前予約を受け付けており、事前予約をしていただくと、

受付がスムーズに行える他、参加時間内の駐車料金無料券や参加企業の情報をまとめた冊

子をお渡しします。 

皆さんの力を必要とする企業がお待ちしております。 

 
 
【和歌山会場】 

 平成３１年２月１２日（火） １３：００～１６：００ 

 和歌山ビッグ愛 展示ホール・大ホール（和歌山市手平２－１－２） 

 ・参加企業１００社予定（昨年度１０６社参加） 

【橋本会場】 

 平成３１年２月１４日（木） １３：００～１６：００ 

 橋本商工会館 大ホール（橋本市市脇１－３－１８） 

 ・参加企業３０社予定（昨年度３４社参加） 

【田辺会場】 

 平成３１年２月２１日（木） １３：００～１６：００ 

 紀南文化会館 小ホール （田辺市新屋敷町１） 

 ・参加企業３０社予定（昨年度３４社参加） 

【新宮会場】 

 平成３１年２月２６日（火） １３：００～１６：００ 

 新宮市福祉センター 集会室 （新宮市野田１－１） 

 ・参加企業２０社予定（今年度から新規） 

 

【和歌山県再就職支援センター】 

 電話：０７３－４２１－８０８０ ＦＡＸ：０７３－４２４－０２３０ 

 ホームページ：http://www.jobcafe-w.com/re-employment/ 

 

昨年度の会場の様子 
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●第６回南紀熊野ジオパークフェスタ出展者を募集しています                      

 
県では、平成３１年３月１６日に白浜町で開催を予定している南紀熊野ジオパークフェ

スタにおいて、ジオパークに関連した出展や発表などによりフェスタを盛り上げていただ

ける方を募集しています。 

南紀熊野ジオパークフェスタは、南紀

熊野ジオパークの取組と、吉野熊野国立

公園などとの連携を進めるにあたり、地

域関係者の理解・協力・参加を促進する

とともに、認知度・理解度の向上を図り、

持続可能な地域づくりに寄与するため開

催します。 

当日は、基調講演の他、フォトコンテ

ストの表彰式やジオパークに関する展示・発表・物産販売などを行う予定です。 

主な募集区分は、地域に根差した地場物産品などの販売を行う「ジオ物産展」、ジオパ

ークに関連したポスター展示、チラシ配布等を行う「ジオパネル展示会」、ジオパークに

関連した展示・取組の発表・紹介を行う「ジオ交流ブース」となっています。 

お申し込みについては、原則としてお申し込みいただく方がお住まい（所在地）の各市

町村窓口（※）にお願いします。申込みいただく方がこれ以外の場合は、県自然環境室（南

紀熊野ジオパーク推進協議会事務局）にお申し込みください。 

今年は、南紀熊野ジオパークセンターが串本町内に開設されます。是非、地域の方々と

共に南紀熊野ジオパークフェスタを盛り上げてまいりたいと思いますので、奮ってお申し

込みください。 

【※お申込先窓口一覧】 

 担当課 所在地 電話番号 ＦＡＸ 

新宮市 商工観光課 647-8555 新宮市春日 1-1 0735-23-3357 0735-21-7422 

白浜町 観 光 課 649-2211 白浜町 1600 0739-43-6588 0739-43-7825 

上富田町 総務政策課 649-2192 上富田町朝来 763 0739-47-0550 0739-47-4005 

すさみ町 産業振興課 649-2621 すさみ町周参見 4089 0739-55-4805 0739-55-4810 

那智勝浦町 観光企画課 649-5392 那智勝浦町大字築地 7-1-1 0735-52-2131 0735-52-3011 

太地町 産業建設課 649-5171 太地町太地 3767-1 0735-59-2335 0735-59-2570 

古座川町 地域振興課 649-4104 古座川町高池 673-2 0735-72-0180 0735-72-1858 

北山村 政策推進室 647-1604 北山村下尾井 335 0735-49-2324 0735-49-2558 

串本町 産 業 課 649-3592 串本町串本 1800 0735-62-0557 0735-62-6970 

和歌山県 自然環境室 640-8585  和歌山市小松原通 1-1 073-441-2690 073-433-3590 

 

 

 

円月島（白浜町） 
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●空海の伝説を追体験！願いを叶える高野参詣道登山イベントを実施します                     

 
高野山縁起や今昔物語には、丹生都比売

神社の神様のお遣いの犬が、弘法大師空海

を高野山に導いたという伝説が残っていま

す。 

この伝説にちなんで、丹生都比売神社の

ご神犬、紀州犬「すずひめ号」と一緒に高

野参詣道を登るイベントを実施します。   

また、同時に丹生都比売神社と高野山金

堂において、この日だけの特別祈祷を実施 

いたします（別途祈祷料が必要です）。 

申込の〆切は２月１５日（金）必着となっています。是非皆さんご参加ください。 

なお、詳細については、一般社団法人高野山麓ツーリズムビューローやイベントのウェ

ブサイトでご確認ください。 

 

■日  時：平成３１年３月２日（土）  ７時３０分 出発（雨天決行） 

■集合場所：ＪＲ/南海 橋本駅前（バスにて丹生都比売神社まで移動します） 

■参 加 費：3,500 円（お弁当、語り部同行費を含む。当日徴収いたします） 

■定  員：150 名（先着順、事前申込みのみ） 

■コース概要：「高野参詣道町石道」のうち、約 14ｋｍ（約６時間）中級～上級者向け。 

語り部がご案内します。 

丹生都比売神社～二ツ鳥居～神田地蔵堂～笠木峠～三里石～矢立 

～展望台～二十六町石～大門～根本大塔（高野山金堂）着 

■申込期限：２月１５日（金）必着 

■主  催：ご神犬すずひめ号と登る世界遺産高野参詣道実行委員会※ 

※丹生都比売神社、高野山金剛峯寺、かつらぎ町、高野町、伊都振興局、 

一般社団法人高野山麓ツーリズムビューローで構成 

■問合せ・申込先：一般社団法人高野山麓ツーリズムビューロー 

〒648-0065 和歌山県橋本市古佐田 1-5-9 

・ＴＥＬ：0736-33-3922   ・ＦＡＸ：0736-33-3984  ・ＭＡＩＬ：info@koya36.com 

※宿泊施設や周辺観光情報等もお問合せください。 

 

■申込方法 

ウェブサイト（https://sites.google.com/koya36.com/suzuhime/） 

（右ＱＲコード）よりお申し込みください。 

 

 

 

 

ご神犬 すずひめ号 

ウェブサイト 

弘法大師空海と、白と黒の犬を連れた狩場明神（高野御子大神） 
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                             お 知 ら せせ 

 

●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の御案内                   

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふるさと和歌山を大切にしたい」、「和歌山を応援した

い」という思いを具体化するための制度です。これまで多くの御寄附と力強い応援メッセ

ージを数多くいただいております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附を「世

界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』の保全

や活用」や「がん対策の充実」、「生涯ス

ポーツ・文化の振興」など１０の分野で活

用させていただいております。 

御寄附につきましては、郵送や振込みで

行うことができますが、クレジットカード

で行う場合は、ふるさと納税総合サイト

「 ふ る さ と チ ョ イ ス 」

（ https://www.furusato-tax.jp/city/p

roduct/30000）のサイト上で、簡単に申

込みとクレジットカードによる決済を行

うことができますので御利用ください。 

和歌山県外にお住まいの方のみ対象と

なりますが、1万円以上の御寄附をいただ

いた方には、プレミア和歌山の事業者に御

協力をお願いした 54 品目の返礼品の中か

ら１品をお選びいただきお届けしていま

す。 

また、インターネット限定で、２万円以

上の御寄附をいただいた方には、54 品目

又は特別メニューとして、和歌山特産のキ

ウイフルーツや熊野牛をお選びいただけ

ますので、和歌山県が誇る優良産品（プレ

ミア和歌山）を是非御堪能ください。 

また、返礼品とは別に、御希望の方に「和

歌山ファンクラブ」（和歌山県観光連盟所管）への入会権を贈呈しています。御入会いた

だくと、観光情報誌「紀州浪漫」の送付など、魅力ある特典がございます。お申し込みは

ふるさとチョイスからお願いします。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふるさと和

歌山応援サイト」に掲載していますので、是非御覧ください。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますよう、お願い申し上げます。 

単身者の場合 夫婦、子　2人の場合
給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300万円 31,000円 300万円 4,000円

400万円 46,000円 400万円 17,000円

500万円 67,000円 500万円 33,000円

600万円 84,000円 600万円 53,000円

700万円 118,000円 700万円 75,000円

800万円 141,000円 800万円 109,000円

900万円 164,000円 900万円 132,000円

1,000万円 188,000円 1,000万円 157,000円

1,500万円 394,000円 1,500万円 355,000円

2,000万円 572,000円 2,000万円 532,000円

自己負担額 2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の

目安は右表のとおりです。

【注意】

下の表はあくまでも目安としてお考えください。

全額控除される寄附金額の目安

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円
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お 知 ら せ                           

 

お礼の品一覧 

 

１品お選びいただけます！ 
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                         お 知 ら せせ 
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お 知 ら せ                            
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                         お 知 ら せせ 
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お 知 ら せ                            

 

 
 

ふるさと和歌山応援サイト   

   
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/ 

 

 ふるさと納税総合サイト「ふるさとチョイス」 

   

https://www.furusato-tax.jp/city/product/30000 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 
★お問合せ・申込窓口★            ☆お問合せ窓口☆ 
〒640-8585                  〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地         東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課            都道府県会館12階 
担当 工藤、田村、宮本            和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)           担当 宮本 
FAX  073-423-1192              電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 
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                         ふるさと歳時記  

 
 イベント情報(１月下旬～２月下旬) 
 

期間 行事名 場所 問い合わせ先 

1 月下旬 まぐろ祭 那智勝浦町 
・勝浦漁業協同組合 

那智勝浦町観光協会 

0735-52-5311 

1 月下旬 すいせん祭 由良町 
・県立白崎青少年の家 

県立白崎青少年の家 

0738-65-2351 

1 月下旬 初天神 和歌山市・和歌浦天満宮 
和歌浦天満宮 

073-444-4769 

1 月下旬 
一足早い節分、 
豆まき餅まき 那智勝浦町・補陀洛山寺 

補陀楽山寺 

0735-52-2523 

1 月下旬 
本州最南端の火祭り 

・望楼の芝焼き 
串本町・潮岬 

串本町観光協会 

0735-62-3171 

1 月下旬 天野の御田舞 かつらぎ町 

・丹生都比売神社 

丹生都比売神社 

0736-26-0102 

2 月上旬 節分  県内各所 
 

2 月上旬 紀州口熊野マラソン 上富田町・上富田文化会館 
紀州口熊野ﾏﾗｿﾝ事務局 

0739-47-0550 

2 月上旬 針供養 和歌山市・淡嶋神社 
淡嶋神社 

073-459-0043 

2 月上旬 お燈
とう

まつり 新宮市・神倉神社 
新宮市観光課 

0735-23-3333 

2 月中旬 久野原の御田舞 有田川町・久野原 
有田川町教育委員会 

0737-52-2111 

2 月中旬 水門
み な と

祭 串本町・水門神社 
串本町観光協会 

0735-62-3171 

2 月中旬 常楽会 高野町・金剛峯寺 
金剛峯寺法会課 

0736-56-2011 

2 月中旬 南の国の雪まつり 那智勝浦町・役場前 
南紀くろしお商工会 

0735-52-1089 

2 月中旬 赤粥占い神事 田辺市・伊作田稲荷神社 
田辺観光協会 

0739-26-9929 

2 月中旬 紀州海南ひなめぐり 
海南市 

・海南駅前商店街 等 

紀州海南ひなめぐり実行

委員会 080-3840-0740 

2 月中旬 栗生のおも講と堂徒式 有田川町・吉祥寺 
有田川町教育委員会 

0737-52-2111 

2 月下旬 南紀勝浦ひなめぐり 
那智勝浦町・ 

ＪＲ那智勝浦駅前商店街等 

南紀勝浦ひなめぐり 

070-5545-8195 

2 月末 

まで 
仙人風呂 田辺市・川湯温泉 

熊野本宮観光協会 

0735-42-0735 
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ふるさと歳時記                           

 
自然・風物情報(１月下旬～２月) 

 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

1 月下旬 「蔵出しミカン」初出荷 海南市下津町 ＪＡながみね 

073-482-6131 

1 月下旬 

熊野古道に 
コセリバオウレンと 
バイカオウレン 

田辺市中辺路町 
中辺路観光協会 

0739-64-1470 

1 月下旬 
日本一の生産量 

スターチスの出荷最盛期 御坊市 ＪＡ紀州 

0738-22-2480 

2 月上旬 梅林オープン 

みなべ町 
・南部梅林・岩代梅林 

みなべ観光協会 

0739-74-8787 

田辺市・紀州田辺梅林 紀州田辺観梅協会 

0739-26-9929 

2 月上旬 紀州雛がお出迎え 県庁正面玄関 県子ども未来課 

073-441-2490 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

おいしそうなイチジク 

 スターチスの名前は、この花が薬草として古来下

痢止めに使われてきたことから、ギリシャ語の

「statizo（止める）」を語源としているといわれて

います。 

 なお、花言葉は「変わらぬ心」、「途絶えぬ記憶」

です。 

紀州雛 

紀州田辺梅林 

スターチス畑 
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～編集後記～ 

 

明けましておめでとうございます。謹んで新春のお慶びを申し上げます。 
 
昨年末には厳しい寒波に見舞われましたが、今年の冬は総じて暖かいとのことです。 

とは言えやはり冬、湯煙立ち昇る「温泉」に心惹かれます。 
また、今年は紀州徳川家４００年にあたるとのこと。紀州徳川家にゆかりのある温泉

をいくつかご紹介したいと思います。 
 
役行者に発見され弘法大師に名付けられたとの説がある「龍神温泉」。 
温泉好きの初代藩主頼宣が湯治のために建てた「上御殿」と「下御殿」は、今ではそ

れぞれ旅館となり多くの温泉ファンに親しまれています。 
 
日本書紀にも登場する日本三古湯のひとつ「白浜温泉」。 
５代藩主（８代将軍）吉宗が、大きな梅樽に温泉を入れ湯浴みをしたとの逸話が残り

ます。今でも梅樽の湯のある旅館がいくつかあり、趣の異なる風情が楽しめます。 
 
江戸時代に発見されたとされる「勝浦温泉」。 
大正時代に１５代当主の頼倫が訪れ、あまりの気持ちのよさに「帰るのを忘れてしま

うほど」と称賛したことから名付けられた洞窟の中にある温泉「忘帰洞」。国内のみなら

ず海外の方々からも人気があります。 
 
これらのほかにも和歌山には魅力ある温泉が数多くあります。もちろんおいしい食材

は言うに及ばす、冬もやっぱり和歌山です！ 是非ともご家族やご友人とお越しくださ

い。 
 
新年最初の和歌山だよりをお届けしました。今年も和歌山の「今」をお知らせする旬

の話題を取り上げてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 
 

  知事室秘書課長  生駒 享 

 
 
 
 
 
 
 

 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032  

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

  和歌山県のホームページ   https://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐs://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/   

                   2019 年（平成 31 年）１月 Nｏ.１２９ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 
     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 
                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 

 


